
2022年４月１日から
2023年３月31日まで

第8期　決算公告

株式会社ベネッセ i-キャリア



（単位：千円）
金額 金額

流動資産　 1,544,728 流動負債 1,486,668

現金及び預金 640,347 買掛金 111,838

売掛金 555,747 未払金 394,130

棚卸資産 6,047 未払費用 86,444

前払費用 342,269 未払法人税等 47,577

未収入金 316 未払事業所税 4,210

未払消費税 47,896

前受金 625,207

賞与引当金 167,239

固定資産　　　 667,105 その他 2,123

 有形固定資産 30,654

建物付属設備 27,246 固定負債 -

備品 3,408

 無形固定資産　　 505,681

ソフトウエア 505,681 1,486,668
投資等 130,768

差入保証金 46,612 725,165

繰延税金資産 84,156 261,100

672,503

資本準備金 672,503
△ 208,437

その他利益剰余金 △ 208,437

繰越利益剰余金 △ 208,437

725,165
2,211,834 2,211,834

貸  借  対  照  表
（令和5年3月31日現在）

負債合計

資産合計 負債純資産合計

純資産合計

株主資本

科目 科目
資産の部 負債の部

純資産の部

資本金
資本剰余金

利益剰余金
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個 別 注 記 表 
   

 

(重要な会計方針に係る事項に関する注記) 

１．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

製品、商品、材料、貯蔵品  総平均法による原価法 

仕掛品           個別法による原価法 

２．固定資産の減価償却の方法 

(1)有形固定資産 

 定率法を採用しております。但し、平成 28 年 4 月 1 日以降取得の建物付属設備については定

額法を採用しております。 

（会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建物附属設備について、改正後の

法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

なお、これによる当事業年度の損益に与える影響は軽微であります。 

(2)無形固定資産 

 定額法を採用しております。なお、ソフトウエアについては社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法を採用しております。 

 

３．引当金の計上基準 

賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上しております。 

４．収益の計上基準 

当社は、下記の(1)から(5)のステップを適用し、約束した財又はサービスの顧客への移転を

当該財又はサービスと交換に企業が権利を得ると見込む対価の額で描写するように、収益を

認識しております。 

（1）顧客との契約を識別する。 

（2）契約における履行義務を識別する。 

（3）取引価格を算定する。 

（4）契約における履行義務に取引価格を配分する。 

（5）履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。 

５．消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。 

 

 (貸借対照表に関する注記） 

１．有形固定資産の減価償却累計額          56,598,804円 

 

(株主資本等変動計算書に関する注記） 

１．発行済株式に関する事項                         （単位：株） 

株式の種類 
当事業年度期首 

株式数(株) 

当事業年度 

増加株式数(株) 

当事業年度 

減少株式数(株) 

当事業年度末 

株式数(株) 

普通株式 (注) 11,802 ─ ─ 11,802 

 

当期末の発行済株式の種類及び総数   普通株式  11,802株 

 

 (１株当たり情報に関する注記） 

１株当たり純資産額 61,444 円 31 銭 

１株当たり当期純利益額 20,067 円 45 銭 

 

記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。 


